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09年3月期３Q（4～12）総括①前期および計画との差異

09/3通期

計画
計画差異08/12実績08/12計画07/12実績

2,095

3,423

3,307

7,249

100,757

5,074

7,614

7,499

13,065

128,033

3,132
△1,414

（ △27.9%）
3,660当期純利益

4,476
△1,515

（ △19.9%）
6,099経常利益

4,245
△1,686

（ △22.5%）
5,813営業利益

11,416
△1,766

（ △13.5%）
11,299売上総利益

158,518
△6

（△0.0%）
128,027売上高

（百万円）

• 急激な環境の変化により棚卸資産の評価損（19億40百万円）計上

• 2/4通期業績予想を下方修正

※08/12計画は11/4業績修正時、09/3通期計画は2/4業績修正時のもの
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09年3月期３Q（4～12）総括②営業利益/前年同期比変化要因
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08/3期3Q実績 鉄鋼価格要因 棚卸評価損 鉄鋼数量要因 建材他要因 販管費要因 09/3期3Q実績

5,813

（百万円）

3,307

△1,544

＋6,220

横浜鋼業の連結
子会社、および
貸倒損失の増加
等によるもの

全鉄鋼商品にお
いて12月末にて
棚卸資産の評価
損を計上

△37△192△1,940
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在庫戦略・現在の進捗について

• 条鋼類・丸鋼類は数量ベースでの在庫調整はほぼ終了
– 今後は、在庫単価低減に向けて、需要に見合った仕入を実施

• 鋼板類は需要の急減により販売数量が低下
– 在庫調整に遅れが出ており、販売数量確保に注力

– 高炉商品が主のため、在庫単価低減は緩やか

• 今後の高炉メーカーならびに海外メーカーの動きを注視

6

来期のポイント

① 鉄鋼市況の見通し
– 今後しばらくは軟調に推移する見込み。ただし、条鋼類、丸鋼類について

は市況の底は近い

– 高炉ならびに海外メーカーの動きを注視、市況底入れタイミングをはかる

② 業績見通し
– 今後の販売状況、市況下落、在庫状況を加味して、業績の修正を発表

– 来期以降についても、需要減少、市況低迷が想定され、売上の減少は否
めないものの、柔軟な仕入体制を強化し、収益アップは十分に可能

③ エリア拡大戦略
– 急変する経営環境をチャンスととらえ、各店における地域シェア向上のた

めの積極的な投資（在庫拡充、人員の配置転換など）を行う

– 地域戦略の延長線上に、エリア拡大を目指す
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連結損益計算書

（百万円）

3,139

2,260

5,399

105

5

5,499

85

280

5,304

5,319

10,624

131,880

142,504

08/3実績

3,132

1,395

4,527

220

271

4,476

223

454

4,245

7,171

11,416

147,102

158,518

09/3計画

3,660

2,261

6,159

211

271

6,099

115

401

5,813

5,486

11,299

116,727

128,027

08/12実績

5,074

2,671

7,745

146

277

7,614

117

233

7,499

5,566

13,065

114,968

128,033

08/12計画

2,095

1,281

3,376

47

0

3,423

76

192

3,307

3,942

7,249

93,508

100,757

07/12実績

当期純利益

法人税･住民税及び事業税

税引前当期純利益

特別損失

特別利益

経常利益

営業外費用

営業外収益

営業利益

販売費及び一般管理費

売上総利益

売上原価

売上高

※08/12計画は11/4業績修正時、09/3通期計画は2/4業績修正時のもの
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品種別販売状況（小野建単体）

10,122

1,296

142,136

478

752

932

22,904

474

10,780

1,557

349

26,278

4,011

473

42,664

2,667

473

38,756

08/3実績

9,406

843

118,766

353

567

687

15,238

387

7,590

1,454

210

22,211

4,702

310

38,598

1,820

322

34,559

08/12実績 09/3計画08/12計画07/12実績

合計

不動産

賃貸等事業

工事請負事業

鉄鋼・建材

商品販売事業

529374313売上総利益

10,6657,3797,092建設機材商品

6,913

962

100,596

344

563

641

14,323

1,124

261

19,366

2,584

330

29,447

1,904

370

29,804

9,36810,493売上総利益

1,050896（販売数量）

147,690118,204売上高

490362売上総利益

755572その他事業収入

1,066728売上総利益

23,48416,174建設機材工事

1,8391,358売上総利益

252230（販売数量）

24,99722,052丸鋼類

4,7764,829売上総利益

382325（販売数量）

46,31837,420条鋼類

6682,839売上総利益

416341（販売数量）

41,47134,604鋼板類

（百万円・千トン）

※08/12計画は11/4業績修正時、09/3通期計画は2/4業績修正時のもの
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連結貸借対照表（解説）

• たな卸資産
– 棚卸評価損（19億40百万円）を計上

– 今後、数量・単価両面から減少傾向

• 長期借入金
– 横浜鋼業分、私的整理ガイドラインに沿って返済

• 社債
– 市場環境の激変により、買入消却を実施

• 2011年満期円貨建転換社債型新株予約権付社債：発行総額50億00百万円
のうち、2008年12月に20億90百万円を買入消却
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連結貸借対照表

（百万円）

47,57344,38033,765支払手形及び買掛金

5,6735,7006,701短期借入金

2,9195,0185,021社債

1,5701,7641,803長期借入金

93,162

41,573

3,358

41,234

51,588

7,983

1,201

43,605

93,162

2,603

22,045

24,728

11,325

51,471

2,326

68,433

08/3実績

44,87445,985純資産合計

44,76845,390株主資本

3,7803,358資本金

109,260110,662資産合計

2231,240一年以内返済予定長期借入

5,7167,984固定負債

110,662

64,677

56,693

2,495

22,174

24,742

22,296

58,339

1,930

85,919

08/9実績

109,260負債・純資産合計

64,386負債合計

58,669流動負債

2,452投資その他の資産

21,898有形固定資産

24,817固定資産

19,639たな卸資産

56,427受取手形及び売掛金

2,777現金及び預金

84,442流動資産

08/12実績

※各詳細項目は主要項目のみを記載しております


